
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月１２日（金）５・６校時に１・２年生が書き初めをしました。１・２年

生は自分が選んだ四文字熟語を熱心に書いていました。日本の伝統的

な行事に取り組むことは、みなさんが大人になるうえで大切な体験だと

思います。今日の書き初めで書いた言葉を大切にして、一年間頑張りま

しょう。 

書き初めとは、新年にはじめて筆で字や絵をかくこと、またはその書

のことをいいます。書き初めは年のはじめに一年の抱負や目標を書く正

月行事ですが、実はその起源はとても古く、平安時代の宮中行事に由

来します。書き初めの起源から現在までの経緯は以下の通りです。 

〇 書き初めの起源は平安時代の宮中行事 

〇 江戸時代に寺子屋の普及により一部の庶民にも広がる 

〇 明治時代から義務教育で書道の教育とともに書き初めも広く普及する 

昔は現在と風習も異なっており、「元日の朝に初めて汲んだ水（若水という）で墨を摺り、新年の

恵方の方角に向かって詩歌を書く」というものでした。元々書道は高貴な者が行うものでしたが、

庶民の教育水準が向上して読み書きや書道が広がるにつれて書き初めも一般庶民の間で広がっ

ていったのです。なぜ書き初めを行うのかというと、主に 2つの意味があります。 

① 一年間の抱負や目標を定める              ② 字の上達を祈願する 

現在は抱負・目標を書くことで実現への意思を強めたり、行動を改めたりしようという場合が主

です。これは、書き初めという本来の正月行事としてではなく、自分の決意を鈍らせないために自

発的に行うということのようです。そして書き初めには他にも「字の上達を祈願する」という意味も

あります。１月中旬に神社やお寺などで『どんど焼き』という火祭りが行われますが、そこで書き初

めを燃やし、その炎が高く上がると字が上達すると言われているのです。 

書き初めは正月三が日の内、１月２日に行うのが風習となっています。宮中行事として行われて

いた時から１月２日で（当時は旧暦）、その風習が現在も変わらず残っているのです。そして、前述

しましたが書き初めは１月中旬に行われるどんど焼きで燃やします。ちなみに、門松やしめ縄、破魔

矢などの正月飾りを処分する際も、どんど焼きで焚き上げるのが一般的です。どんど焼きは北海道

から沖縄まで全国的な行事です。 

 

 

 

昨年、校長先生の教え子から連絡がありました。３０歳の同窓会を開いた折、タイムカプセルに

入れた手紙が出てきたそうです。それを、校長先生に送ってくれました。板櫃中のみなさんは、必死

になれるものを何かもっていますか。何かに必死になっていますか。今は分からないかもしれませ

んが、大人になった時に、それが本当に大切なものだったと気付くはずです。板櫃中の生徒のみな

さんの心に響く内容だと思いますので、今回掲載しました。ぜひ読んでください。（裏面実物） 
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令和６年１月１６日（火）発行 
校長 栗 原 博 巳 

北九州市小倉北区白萩町８番１号 
HP: www.kita9.ed.jp/itabitsu-j/ 

＜学校教育目標＞ 
自立 ・ 共生～自立心にあふれ、他を思いやる心をもった生徒の
育成～ 
＜目指す生徒像＞ 
① 「時を守り、場を清め、礼を正す」生徒（凡事徹底） 
② 自ら考え、正しく判断し、進んで学習や諸活動に取り組む生徒
（自立） 

③ 思いやりの心をもち、協力し合って集団生活の向上に努める
生徒（共生） 

④ 与えられた仕事に対し、役割を果たすことのできる生徒（責
任） 

板 櫃 
いたびつ ＜校訓＞ 

真理の探究 
自主躍進 

書初め大会（１・２年生）がありました！ 

 

３０歳の私へ～校長先生の教え子から～ 

 

 

あなたの夢は、大好きなバドミントンをずぅーと続けて、小さな子供にバドミントンの楽しさ

を教えるコトでした。あなたは、その夢を叶えていますか？ 

中学生の頃はいろいろありました。あなたは、曽根東小学校を卒業し、曽根中学校に入学し

ました。１年３組だった、あなたの担任の先生であった栗原博巳先生がバドミントン部の顧問だ

ったということもあり、なんとなくバドミントン部に入部しました。まさか、あんなに厳しく、き

つい部だったとも知らずに・・・。それからの毎日は、本当に大変でした。あなたの学年のバドミ

ントン部の中で、一番最初に栗原先生に怒られたのもあなたでした。怒られてばっかりで、で

も、全くできない自分が悔しくて、あなたは何度も泣きました。泣いて、泣いて、泣きまくりま

した。 

でも、１年を終えた時、あなたは初めて勝てるようになりました。１点取れれば喜んでいたの

に、それが勝つことができるまでに進歩しました。それが、とっても嬉しく、そして、それと同時

に負けることの悔しさを覚えました。 

そうして、２年目を終えた時、あなたはとってもバドミントンが大好きになっていました。初

めて、〇〇ちゃんと組んで、賞状をもらったときのこと、●●ちゃんと組んで、初めて市で優勝

できた時のこと、県で三位になれた時のこと、九州大会出場が決まったときの喜び、きっと今

も忘れてないでしょう。けれど、その喜びの分だけ、辛いことも、悲しいことも、苦しいことも、

悔しいこともありました。でも、中学校で過ぎた時の全ての思い出は、今のあなたも覚えてい

るほどの、大切な、大切な宝物だったと思います。そして、これからもその思い出はきっとずぅ

ーと宝物であると思います。 

あなたは進路を決めるときずいぶん悩みました。九州国際大学付属高校に行くのか、福岡

県立小倉西高校に行くのかでずいぶん悩みました。でも、結局、あなたは小倉西高校を選びま

した。その時のあなたは、その選択が正しかったのか分かりませんでした。でも、今はもうその

答えが出ているはずです。その時のあなたは、九州国際大学付属高校に行かなかったことを

少し後悔していました。でも、今のあなたはきっと、後悔していないと信じています。きっと、

楽しい高校生活を送り、楽しい大学生活を送り、元気に過ごしていると思います。 

もし、今のあなたが自分の夢をまだ叶えられていなかったとしたら、今からその夢を叶えて

ください！！そして、健康に生きてください。 

そして、大好きな、大好きな、大――――――好きな、だいだいだぁーい好きなバドミントン

を死ぬまで続けてください！！そして、永遠にバドミントンを好きでいてください！ 

曽根中学校 ３年４組 内田 真梨子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先生に送られてきた手紙の実物です。本人の名誉のために（笑）、当時は友達同士で書く

手紙の字をこのように書くのが流行っていました。お家の人なら分かるかもしれません・・・。 

彼女は今神戸で 3人の子育てに奮闘しています。 


